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「ひので」搭載望遠鏡の蓋開け・試験観測の結果と今後の予定について 
 

 

平成１８年９月２３日午前６時３６分（日本標準時）に、鹿児島県肝付町の宇宙航空研究開発機

構（ＪＡＸＡ）内之浦宇宙空間観測所からＭ－Ｖロケット７号機により打ち上げた第２２号科学衛星

「ひので」（SOLAR-B）は日・米・英３ヶ国が共同して開発（注）したもので、太陽同期極軌道への

衛星投入、姿勢制御機能の性能確認など、初期段階の運用を順調に進めてきましたが、１０月２

８日までに搭載している３台の望遠鏡すべての蓋を開き、性能確認を目的とした太陽観測を開始

することができました。これにより、打上げ後の主要な初期運用イベントを完了したことになりま

す。 

 

現在、「ひので」は、電力・姿勢ともに安定しており、衛星や望遠鏡の調整を進めつつ試

験観測を続けています。今後約１ヶ月をかけて、徐々に科学観測主体の運用に移していく

予定です。各望遠鏡から得られた画像や望遠鏡性能評価の結果などについては、適宜、各

機関のホームページなどを用いて公表いたします。なお、１２月初旬をめどに、試験観測

期間に取得されたデータを用いた初期科学成果をまとめて、皆様に報告させていただく予

定です。 
 

各望遠鏡の蓋開けのようす、これまでに確認できた性能などは、以下のとおりです。 

 
① 可視光・磁場望遠鏡（SOT）については、１０月２５日夕刻（日本時間）に蓋開けを完了し、その

直後から、試験画像の取得、焦点調節などの調整を進めています。SOT の焦点面検出装置

には３種類の光学系／撮像機能が内蔵されています。このうち、SOT の主要特長である高解

像度撮像をおもな狙いとする「広帯域フィルタ撮像系」で取得された画像（図１）を添付します。

この画像により、狙い通り、０．２秒角の高解像度が達成されていることが確認できました。ま

た、太陽表面の磁場微細構造の精密測定をおもな狙いとする「スペクトロポラリメータ撮像

系」についても、所期の性能が達成できていると判断できました。但し、広視野・高速撮像を

狙った「狭帯域フィルタ撮像系」において、視野の一部に画像の乱れが見つかりました。この

ため、広視野を必要とする観測に一定の制約が生じることは避けられませんが、視野の健全



な部分を繰り返し使うことなどにより、狭帯域フィルタ撮像系の科学目的のかなりの部分が実

現できる見込みです。なお、画像の乱れの原因については、開発を担当した米国 NASA によ

り原因究明がなされます。 

 

②Ｘ線望遠鏡（XRT）については、１０月２３日夕刻（日本時間）に、XRT の試験画像を取得するこ

とができました。この画像、及びその後取得されている画像（図 2）により、XRT は、「ようこう」軟

X 線望遠鏡の解像度を約３倍ほど上回る、1 秒角に迫る解像度を実現しており、初期の性能を

達成していることが確認できました。 

なお、打上げ直後に望遠鏡の鏡筒前面部の温度が当初見込みより上昇したため、ヒーター

で加熱することにより開くようになっている蓋が、予定より早く打上げ１６時間後に開くという事

象が発生しました。この蓋は打上げ時の振動・衝撃及びほこりの侵入から望遠鏡内部を保護

するものであり、蓋が早く開いたことにより望遠鏡の性能に影響が及ぶことはなく、今後の観測

に支障はありません。 

 

③極端紫外線撮像分光装置（EIS）についても、１０月２８日夕刻（日本時間）、望遠鏡の蓋開けを

完了し、その直後に試験的に取得した「分光撮像データ」により、良好な状態であることが確認

できました。ＥＩＳは、スリットとスロットを動かすことで多波長での撮像を実現する仕組みの観

測装置であり、取得された分光撮像データは位置情報と波長情報が重なったものであることか

ら、これを分離した画像に整理してから公開する予定です。（図３：EIS の分光撮像データの例） 

 

 
以上 

 

(注) 各機関の開発担当 

JAXA 及び NAOJ ： 衛星本体、SOT（光学系部）、XRT（検出器部）、EIS（対衛星インタフェース） 

NASA ： SOT（焦点面検出装置）、XRT（光学系部）、EIS（光学部品の提供） 

PPARC： EIS（構造、検出器部、電子回路部） 

 

添付画像を取得できるホームページ（日本国内分） 

JAXA： http://www.isas.jaxa.jp/j/snews/2006/image/1031/ 

NAOJ： http://hinode.nao.ac.jp/news/061031FirstLight/ 

 

問い合わせ先 

JAXA 宇宙科学研究本部  

SOLAR-B プロジェクトマネージャ 教授 小杉健郎 

電話 042-759-8159、携帯 090-4021-6121 

同 庶務課 広報係 

電話 042-759-8487 

 

自然科学研究機構国立天文台 

SOLAR-B 推進室 助教授 末松芳法 

電話（携帯） 080-1098-7276 



図１： 可視光望遠鏡のファーストライト画像

図２： Ｘ線望遠鏡による太陽画像例

図３： 極端紫外線撮像分光装置のファース
トライト

図２参考１～３：
Ｘ線望遠鏡の太陽前面画像
「ようこう」軟Ｘ線画像との比較



「ひので」可視光望遠鏡のファーストライト画像

1万km

図１

太陽： 直径～140万km

太陽面を撮像

430nmの光で得られた太陽面画像。粒状斑（対流泡）に

加えてそれらに挟まれた小さな輝点群（磁場の要素構
造）をつぶさに見ることができる。

（表面図）

（断面図）



「ひので」Ｘ線望遠鏡による太陽画像

Ｘ線輝点：はじめて磁気ループの集合
として観測された

極域コロナの構造

活動領域ループの詳細構造
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(太陽面上で
22,000km)30秒角
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5分角 (太陽面上で22万km)

図２



波長(nm)

XRT
（コロナ）

FeXV284
（コロナ）

ひので XRT 画像

EISスリット観測分光スペクトル

EISスロット観測

極端紫外線画像

「ひので」極端紫外線撮像分光装置のファーストライト

HeII256
（彩層上部）

図３



28 October 2006Hinode XRT

図２参考１
擬似カラー表示



28 October 2006Hinode XRT

図２参考２
白黒表示（前ページと同一）



太陽活動周期の同時期でみた
「ひので」XRT画像と「ようこう」SXT画像の比較

「ひので」XRT
２００６年１０月２８日

「ようこう」SXT
１９９５年１１月２８日

図２参考３




